
＜沈下量計算改訂版 使い方 令和 2 年 10 月 28 日＞ 
 
 沈下量計算などを行ってもらっております、地盤評価ソフトについて、少し改定をいたしました。従来と同様
の計算がそのままできるのと同時に、各測点に高低差を付けた状態で、傾斜ラインを引き、沈下量計算を行うこ
とができるようになりました。 
 
 ※建築主事の方から、沈下量計算についての疑義を受け、急遽変更いたしました。 
 
 
１．追加機能 
       ・従来の計算機能はそのまま残す  
       ・高低差を考慮した計算に対応 
       ・深基礎など、部分的に深度の異なる基礎の場合も対応 
       ・大きな画面での作業 
 
２．インターフェース 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ① 従来計算と新しい計算との選択 
      ② データ基準高さの選別 
      ③データ基準と設計 GL の設定    
         （例 設計 GL が KBM+200  であれば②KBM、③200 とする） 
      ④現場メモから高低差を読み込む（ボタンクリックで現場メモ選択） 
      ⑤ ④の読み込み終了同時に、計測ソフトで入力した根切深度が入力される、必要が 
        あれば該当箇所の根入れ深度を変更する 
      ⑥計算上、使用しないのですが、クリックしてください 
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     ⑦チェックを入れてから表示ボタンをクリックすると、画面が大きくなります 
     ⑧使わないボタンです 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ ⑧ 

各測点の高さを入れて表示できる
ようになりました 




